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序   文 

 
 独立行政法人 国際協力機構は、タジキスタン共和国の第二次クルガンチュベ－ドゥスティ間道

路改修計画にかかる事業化調査を実施することを決定し、同調査を株式会社 片平エンジニアリン

グ・インターナショナルに委託しました。 

 

 同調査は平成23年2月から平成23年7月までタジキスタン共和国の政府関係者と協議を行うとと

もに、計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに報告書完成の運び

となりました。 

 

 この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つことを

願うものです。 

 

 終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成23年7月 

 

独立行政法人 国際協力機構 

資金協力支援部 

         部長    三浦 和紀 
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要   約 

(1) 要請プロジェクトの背景、経緯及び概要 

本調査の対象区間であるクルガンチュベ－ドゥスティ間の道路は、首都ドゥシャンベを中心に東西

南北に伸びる同国主要幹線道路網の南ルート上にあり、隣国アフガニスタン国を経由し海に接続する

国際幹線道路 11 号線(アジアハイウェイ 7 号線、AH-7)の一区間であることから、「タ」国はこのルー

トに高い開発優先順位を与えている。同ルートは現在までに、米国による隣国アフガニスタン国との

国境を流れるピャンジ川への架橋、アジア開発銀行（ADB）によるドゥシャンベ－クルガンチュベ間

の道路改修が実施され、さらに、日本の無償資金協力によりドゥスティ－ニジノピャンジ間の道路整

備が 2010 年に完成している。 

クルガンチュベ－ドゥスティ間道路の 59.9km については、2007 年～2008 年にかけて基本設計が実

施され 2008 年に詳細設計および入札が実施されたが、「タ」国における資機材の価格上昇と調達事情

の変化等の理由により入札不調となった。対象区間を 42km に短縮して再入札を行った結果、落札さ

れ 2011 年内完成を目指して鋭意施工中である（以下第一次計画という）。本案件の対象となるクルガン

チュベから 17.9km 区間が整備されれば、国際幹線道路 11 号線（旧、国道 384 号線）のドゥシャンベ

－アフガニスタン国境間は全線が整備されることとなるため、早期の実現が強く期待されている。 

 

(2) 調査結果概要とプロジェクトの内容 

独立行政法人 国際協力機構(JICA)は、現地にて最新の建設単価及び調達事情の調査を行い、概算

事業費の再積算及び入札図書参考資料の作成を行うことを目的として 2011 年 2 月 12 日から 3 月 1 日

まで事業化調査団を「タ」国に派遣した。調査団は「基本設計調査による協力対象施設の構想につい

ては基本的には変更しないものとするが、現地の最新状況を確認し変更点が判明した場合、妥当性を

検討の上計画に反映する」という調査方針に基づき、「タ」国関係者との協議、既存橋梁の現況確認

及び現場周辺状況調査、最新の建設単価及び調達事情の調査を行った。基本設計からの変更点及び「タ」

国負担事項について協議・確認し合意を得た。帰国後、同調査結果に基づき設計、積算、入札図書作

成参考資料作成を行った。 

道路改修については、基本設計内容を照査した結果変更の必要がないことを確認した。路肩部分

(w=2.5m)については、ドゥスティ－ニジノピャンジ間道路改修計画及び現在施工中の第一次計画の実

績から車道部舗装と同様の耐久性を確保するため DBST をアスファルトコンクリート(t=5cm)に変更

した。 

対象区間に存在する 5 ヶ所の橋梁について詳細検討及び MOT との協議の結果、以下のように架け

替えまたは補修を行うこととした。 

 クルガンチュベの市街地に位置している橋梁 No.2 は、当初はボックスカルバート建設で計画さ

れていたが、ユーティリティの移設、大規模な掘削を避けるため、鋼橋による架け替えとした。 

 No.3, No.4 および No.5 橋梁は、同じく当初はボックスカルバート建設で計画されていたが、渇水

期（冬期）にボックス底版を施工しなければならないという制約を取り除くためポータルラー
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メン形式橋梁とした。ポータルラーメン形式はボックスカルバート形式と同様に維持管理面での

コスト縮減を図ることが出来る。 

 橋梁 No.1 は規模が小さく、コンクリート床版の状態も良いので現場にて MOT と協議を行い補修

による対応とした。 

 

 最終的な計画概要は以下の表の通りである。 

 

計画項目 計画内容 

計画対象区間 17.9km 

舗装構造 

表層工 

アスファルトコンクリート表層, 5 cm (本線) 

アスファルトコンクリート基層, 5 cm (本線) 

アスファルトコンクリート基層, 5 cm (路肩) 

路盤工 

上層路盤20cm（粒度調整砕石） 

路盤工下層路盤4～24cm（良質な現地発生材、現道舗装の再利

用厚は別途計上） 

幅員構成 本線幅員: 7.0 m (2 車線× 3.5m); 

路肩幅員：標準2.5m 

横断排水工改修 翼壁嵩上げ工：6箇所 

パイプカルバート新設：201m 

橋梁改修 既存5箇所の改修（スパン5.5m～26.9m） 

改修形式内訳： 

－鋼橋による架け替え 1橋 

－RC橋 (ポータルラーメン形式) による架け替え 3橋 

－部分補修 1橋 

その他付属施設 擁壁工、防護柵工、区画線工、軸重計設置工他 

 

(3) プロジェクトの工期及び概略事業費 

本計画を日本の無償資金協力で実施する場合、概略事業費は19.68 億円（日本側負担19.52億円、「タ」

国側負担0.16 億円）と見積もられる。また、本計画の全体工期は、入札工程を含め約22 ヶ月（実施

設計5 ケ月、工事期間17 ケ月）が必要とされる。 

 

(4) 本計画の実施ならびに運営・維持管理体制 

本計画の実施機関は運輸省（MOT）である。本計画にて「タ」国側が負担すべき事項は既存水道管

等の移設、仮設ヤード用地の確保等である。これら負担事項の実施に必要な費用は、MOTC 年間予算

の3％程度であり、負担は十分可能と考えられる。 

一方、本計画対象道路建設完了後に必要となる主な維持管理作業として、①構造物の清掃、舗装パッ
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チング、路盤・路肩補修等の日常維持管理業務、②定期的な路盤改修、オーバーレイ、構造物の補修

（5年毎）等が想定されるが、これら作業に必要な年平均の維持管理費はMOT予算の1.1％程度であり、

必要経費は十分確保が可能と考えられる。 

 

(5) プロジェクトの妥当性の検証 

本計画の実施による主な効果は下記のとおりである。 

1) 定量的効果 

① 走行性が改善され円滑な交通が確保されることにより、対象区間（市街地区間除く）における

現行の安全に走行できる平均走行速度30km/h程度が73km/hに、市街地区間の現行平均走行速度

20km/h程度が40km/hに増加する。 

2) 定性的効果  

① 路肩の付帯による歩行者・自転車と走行車両の分離により、当該道路の安全性が向上する。 

② 通過時間の短縮により、農作物の輸送コストが低減される。 

③ 道路状況の改善により、地域間物流の輸送量の増大に寄与する。 

④ 「タ」国とアフガニスタン、パキスタンを結ぶ広域幹線道路としての機能が発揮され、物流・

人的交流が促進されることにより、社会・経済活動が活性化する。 

⑤ 道路の利便性・信頼性の向上により、地域の開発、地域格差の是正、市場圏の拡大、医療・

教育施設への接続性の改善に寄与する。 

 

本プロジェクトは、首都ドゥシャンベから隣国アフガニスタン国を経由し、海に接続する国際幹線

道路11号線(アジアハイウェイ7号線、AH-7)の唯一の未改修区間である。アジア開発銀行（ADB）に

よるドゥシャンベ－クルガンチュベ間の道路改修、米国による隣国アフガニスタン国との国境を流れ

るピャンジ川への架橋、日本の無償資金協力によりドゥスティ－ニジノピャンジ間の道路整備及び現

在鋭意施工中である第一次計画との連携により上述したような多大な効果が期待される。第一次計画

に引き続き対象区間の改修を実施することにより広域幹線道路としての機能を発現させ、広く住民の

生活改善に寄与するが実現できるので、我が国の無償資金協力にて早期に実施することは妥当である

と判断される。 

 

以上 
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写真-1:始点付近(59.9km地点) 
クルガンチュベ市街の国際幹線道路4号線

と11号線(旧384号線)の分岐点 

 写真-2：既存舗装の状態(54.9km) 
片側車線がオーバーレイ補修されている。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真-3：既存舗装の状態(50.9km) 
舗装面に均等にクラックが発生している。

左に見えるのは灌漑水路である。 

 写真-4：既存舗装の状態(46.9km) 
舗装面クラックは横断方向が卓越してい

る。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-5：既存舗装の状態(44.9km) 
あるパターンの繰り返しのような舗装面

クラックが観察される。 

 写真-6:既存舗装の状態(42.8km地点) 
舗装全面にクラックが生じパッチング程

度の軽微な補修での対応は不可能。 

本計画始点（クルガンチュベ市街） 

ドスティ方向 



 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真-7: 橋梁No.2 ユーティリティ 上流側 ガス管、下水道管、水道管 
下流側：水道管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真-8: 橋梁No.3 上流側全景（橋梁No.3, No.4 およびNo.5は床版鉄筋の露出・部材断面欠損

等が観察され、架け替えの必要が認められる。） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

写真-9: 橋梁No.4 上流側全景  写真-10: 橋梁No.5 下流側全景 
      同上  上流側全景 
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第1章 プロジェクトの背景・経緯 

1-1 当該セクターの現状と課題 

 

「タ」国の交通分野の課題、開発計画、社会経済状況については「タジキスタン共和国 クルガン

チュベ－ドゥスティ間道路改修計画 基本設計調査報告書」（以下 「基本設計報告書」と称す）

の第 1-1 節で整理されていることを確認した。これらの内容は現時点でも大きな変更はない。 

 

1-2 無償資金協力要請の背景・経緯および概要 

 

本調査の対象区間であるクルガンチュベ－ドゥスティ間の道路は、首都ドゥシャンベを中心に東

西南北に伸びる同国主要幹線道路網の南ルート上にあり、隣国アフガニスタン国を経由し海に接続

する国際幹線道路 11 号線(アジアハイウェイ 7 号線、AH-7)の一区間であることから、「タ」国は

このルートに高い開発優先順位を与えている。同ルートは現在までに、米国による隣国アフガニス

タン国との国境を流れるピャンジ川への架橋、アジア開発銀行(ADB)によるドゥシャンベ－クル

ガンチュベ間の道路改修が実施され、さらに、日本の無償資金協力によりドゥスティ－ニジノ

ピャンジ間の道路整備が 2010 年に完成している。       

クルガンチュベ－ドゥスティ間道路の 59.9km については、2007 年～2008 年にかけて基本設計

が実施され 2008 年に詳細設計および入札が実施されたが、「タ」国における資機材の価格上昇と

調達事情の変化等の理由により入札不調となった。対象区間を 42km に短縮して再入札を行った結

果、落札され 2011 年内完成を目指して鋭意施工中である(以下第一次計画という)。本案件の対象

となるクルガンチュベから 17.9km 区間が整備されれば、国際幹線道路 11 号線（旧、国道 384 号

線）のドゥシャンベ－アフガニスタン国境間は全線が整備されることとなるため、早期の実現が強

く期待されている。 

このような状況下で独立行政法人 国際協力機構(JICA)は、あらためて現地調査を実施し、最新

の建設単価及び調達事情の調査を行った上で、対象施設内容の検討及び事業費を再積算することを

目的として 2011 年に事業化調査を実施した。 

 

1-3 我が国の援助動向 

我が国の運輸交通分野における技術協力・有償資金協力の実績を表 1-3.1 に、無償資金協力の実

績を表 1-3.2 に掲げる。 

表 1-3.1  我が国の技術協力・有償資金協力の実績（運輸交通分野） 

協力内容 実施年度 案件名／その他 

専門家派遣 2008年～2011年 道路行政アドバイザー派遣、人数1名 

キルギス国に常駐し、タジキスタン国への技術協力実施 
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表 1-3.2  我が国無償資金協力の実績（運輸交通分野） 

（単位：億円） 

実施年度 案件名 供与限度額 概要 

2006年 
ドゥスティ‐ニジノ
ピャンジ間道路改修計
画(1/2)期 

5.95 

ドゥステイ‐ニジノピャンジ間
23.7km の道路改修のうち8.34km
およびドゥスティ市街道路約
3.7kmの道路改修 

2008年～
2011年 

クルガンチュベ-ドゥス
ティ間道路改修計画 

34.32 
クルガンチュベ-ドゥスティ間約
60kmののうちドゥスティから約
42km区間の道路改修 

2008年 
ドゥスティ‐ニジノ
ピャンジ間道路整備計
画(2/2)期 

13.24 
ドゥステイ‐ニジノピャンジ間
23.7km のうち残りの15.4km区間
の道路改修

 

1-4 他ドナーの援助動向 

 

他ドナーの援助動向については、「基本設計報告書」の第 1-4 節に整理されていることを確認し

た。「基本設計報告書」作成以降に計画実施されている道路・橋梁整備プロジェクトを表 1-4.1 に

示す。なお国際幹線道路 11 号線(アジアハイウェイ 7 号線、AH-7)上のプロジェクトについては「基

本設計報告書」に記載されているものも表 1-4.1 に再掲した。 

 

表 1-4.1 他ドナーの援助による道路・橋梁整備プロジェクト 

実施年度 機関名 プロジェクト名 金額 援助形態 概要 

2001 年～
2005 年 

アジア 
開発銀行
(ADB) 

ドシャンベ‐クル
ガンチュベ‐ダンガ
ラ‐クリヤブ間 
道路改修計画

42,900 有償 
対象区間約88kmの道路
改修  

2005 年～
2007 年 

米国 
ニジノピアンジ橋 
建設計画 

28,350 無償 
タジキスタン‐アフガニ
スタン国境への架橋 

2006 年～
2011 年 

中国 

ドシャンベ‐チャ
ナック (ウズベキス
タン国境)道路改修計
画 

281,105 有償 

5.3kmのシャリキスタン
トンネル、橋梁および雪
崩対策工を含む延長
354kmの道路改修 

2007 年～
2009 年 

アジア 
開発銀行
(ADB) 

ドシャンベ‐キルギ
ス国境間道路改修計
画(第二期) 

30,000 有償 
対象区間77kmの道路改
修 

2007 年～
2011 年 

イスラム
開発銀行
(IsBD) 

シャゴン‐ジガール
間道路建設計画 
(第二期) 

13,770 有償 
対象区間9.75kmの 
道路建設 

2009 年～
2012 年 

中国 

ドシャンベ‐クルマ
（中国国境）間のうち
ドシャンベ‐ダンガ
ラ間道路改修計画

203,078 有償 
チャルマジャックトンネ
ル建設を含む延長116km
の道路改修 

2011 年～
2014 年 

アジア 
開発銀行
(ADB) 

ドシャンベ‐ウズベ
キスタン国境間 
道路改修計画

120,000 無償 
対象区間61.5kmの 
道路改修 
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第2章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

 

本プロジェクトの実施機関は運輸省(MOT)1であり、ハトロン州地域道路管理局が管轄し、ボク

タール郡及びコルホゾバッド郡の道路維持管理国営企業が維持管理を実施する。MOT 本省が下図

のように組織変更されていることを除き、実務に関連する組織の人員及び道路維持管理体制は「基

本設計報告書」の第 2-1-1 節で整理されている通りである。MOT 本省の組織図を図 2-1.1 に示す。 

図 2-1.1 MOT 本省の組織図 

 

2-1-2 財政・予算 

 

表 2-1.1 に過去 5 年間の国家予算、MOT 及び MOT 道路維持管理予算を示す。MOT 及び MOT

の道路維持管理予算の予算は、毎年安定的に増加し配分されていることを確認した。 

 

 

 

                                                        
1 2011 年 4 月に「タ」国政府の機構改正により運輸通信省(MOTC)から運輸省(MOT)となった。 

大 臣 

第一副大臣 副大臣 副大臣 

建設・道路総局： 

- 道路建設・維持管理部 

- 計画・評価部 

- 情報部 

- 技術調整課 

陸路輸送総局： 

- トラック輸送部 

- 鉄道輸送部 

- 技術安全部 

- 海上輸送課 

 

分析・経済予測局：

- 経済・予測部 

- 情報通信部 

対外経済関係局： 

- 海外諸国担当部 

- CIS 諸国担当部 

財務会計局： 

- 財務部 

- 経理部 

総務局 

- 購買課 

- 庶務課 

輸送安全局 

人事・法務部 

特務課 

1. 研究所：国立運輸研究所、国立設計研究所 

2. 予算配分される機関：国営地域道路管理局（ドゥシャンベ、ラシュツ、ハトロン、ホジェント、クリャ

ブ、パミール）、国家軍使機関、国家運輸通信管理機関 

3. 独立採算機関：国営企業タジクエアー、国営鉄道、検査機関、国営公共サービス、警備隊 

副大臣 

一般航空輸送総

局： 

- 飛行・航空機安全

- 空港・領空局 
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表 2-1.1 国家予算、MOT 及び MOT 維持管理予算 

(単位：百万ソモニ) 

項目 2007年 2008年 2009年 2010年 2011年 

年間国家予算 3,195 4,478 6,008 6,537 8,292 

MOT予算 58.1 78.1 616.0 638.0 918.9 

MOT道路維持管理予算 22.6 25.2 33.0 34.0 39.0 

維持管理予算 

の対前年比率（％） 
- 112 131 103 115 

 

2-1-3 技術水準 

 

MOT の道路建設技術、道路維持管理技術は「基本設計報告書」第 2-1-3 節で整理されている内

容に変更のないことを確認した。ただしトルコ業者を主とする外国土木業者及び機械に関してレン

タルのようなシステムが存在するとの記載が「基本設計報告書」にされているが、トルコ業者はす

でに「タ」国から撤退しており、今回の調達事情の調査結果から主要な建設機械については「タ」

国内での調達は不可能であると判断される。 

 

2-1-4 既存施設・機材 

 

本プロジェクトの対象区間であるクルガンチュベから 17.9km の現況は「基本設計報告書」第

2-1-4 節で整理されていることを確認した。今回調査では、スパン 5.5m の No.1 橋梁について渇水

期であったので水路内から再度コンクリート劣化状況の調査を行ったところ、補修にて対応できる

ことを確認したほかは、「基本設計報告書」記載の状況と比較して大きな変化はなかった。 

 

2-2 プロジェクト・サイトおよび周辺の状況 

2-2-1 関連インフラの整備状況 

 

プロジェクト・サイトの道路、鉄道、電気、水道、ガス、電話、下水管、灌漑水路の整備状況は、

「基本設計報告書」第 2-2-1 節に整理されている通りで大きな変化はないことを確認した。 

 

2-2-2 自然条件 

 

プロジェクト・サイトの地形・気象、水文状況及び灌漑水路の管理状況は、「基本設計報告書」

第 2-2-2 節で整理されていることを確認した。「基本設計報告書」が作成された 2008 年 1 月から 2
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月にかけて「タ」国を含む中央アジアは 40 年ぶりとなる異常低温及びそれに伴う降雪を経験した

こと及びその後の気温は平年並みとなっていることを特記する。 

 

2-2-3 環境社会配慮 

環境社会配慮については、予備調査において「タ」国側実施機関の担当技術者と共に現地調査、

IEE(初期環境影響評価)が実施された経緯が「基本設計報告書」第 2-2-3 節に整理されていることを

確認した。また予備調査で抽出した項目（粉じん、騒音、水質等）について、工事期間中にモニタ

リングを行うため、2011 年 7 月の JICA タジキスタン支所と MOT が締結した M/D にはモニタリン

グ表が追加された。請負契約にもモニタリングの要求を明記し、請負業者がモニタリングを実施す

ることとした。 

 

建設工事着手に必要な建設許可は、第一次計画着手時の 2008 年 6 月に国家建設委員会により発

行された許可が有効である。事業化調査により変更となった橋梁 5 橋の設計について設計変更の申

請が必要かどうかの確認を含め、着工までの手続きは MOT が実施することで現地調査時に MOT

と合意し、2011 年 2 月の本事業化調査に関する M/D にもその旨明記された。 
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第3章 プロジェクトの内容 

 

「基本設計報告書」の第 3 章は、クルガンチュベ－ドゥスティ間の 59.9km について記載されて

いる。本報告書第 1 章に記述したように第一次計画(ドゥスティからクルガンチュベへ向かって

42km)は現在鋭意施工中であり、本調査の対象は残区間クルガンチュベから17.9kmの改修である。

また本調査において現場状況の重大な変化は確認できなかったが、第一次計画での施工経験から、

渇水期である冬期にしかボックスカルバートの底版を施工できないという工程上の制約を取り除

くためにボックスカルバート形式から鋼橋・RCポータルラーメン形式による架け替えに変更した。

第 3-2-3 節には、「基本設計報告書」に含まれている図面に追加・変更した図面のみを含める。 

 

3-1 プロジェクトの概要 

3-1-1 上位目標とプロジェクト目標 

上位目標とプロジェクト目標については、「基本設計報告書」第 3-1-1 節に記載されているとお

りであることを確認した。 

 

3-1-2 プロジェクトの概要 

本計画では、上記目標を達成するために、クルガンチュベからドゥスティに向かって 17.9km の

道路改修を実施するものである。 

 

3-2 協力対象事業の基本設計 

3-2-1 設計方針 

(1) 基本方針 

以下に記載の 5) 構造物計画をのぞき、「基本設計報告書」第 3-2-1 節(1)に整理されてい

ることを確認した。 

1) 構造物計画 

本調査において対象区間に存在する5ヶ所の橋梁について再検討を行った。橋梁No.2は、

クルガンチュベの市街地に位置し、当初はボックスカルバート建設で計画されていたが、

ユーティリティの移設、大規模な掘削を避けるため、鋼橋による架け替えとした。また No.3, 

No.4 および No.5 橋梁も、同じく当初はボックスカルバート建設で計画されていたが、渇水

期（冬期）にボックス底版を施工しなければならないという施工上の制約を取り除くため2

ポータルラーメン形式橋梁とした。ポータルラーメン形式はボックスカルバート形式と同様

に維持管理面でのコスト縮減を図ることが出来る。橋梁 No.1 は規模が小さく、コンクリー

ト床版の状態も良いので現場にて MOT と協議を行い、補修による対応とした。 

                                                        
2 この制約を取り除くことにより、渇水期に関係なく工期を自由に設定することが出来る。 
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(2) 自然環境に対する対処方針 

(3) 社会経済条件に対する方針 

(4) 建設事情/調達事情に関する方針 

(5) 現地業者に関する方針 

(6) 運営維持管理に対する方針 

 

上記各方針については、「基本設計報告書」第 3-2-1 節に整理されていることを確認した。 

 

(7) 協力対象施設の規模・内容の設定に関する方針 

1) プロジェクトの始点・終点 

 

本計画の調査対象区間は、第一次計画の終点(42km+000)を起点とし、ADB によるドゥ

シャンベクルガンチュベ間の改修道路とクルガンチュベ‐ドゥステイ道路との交差部

(59km+833)を終点とする延長約 17.9km 区間である。 

 

2) 道路幾何構造 

3) 既存道路用地 

4) 既設の橋梁・カルバート 

 

上記各項目については、「基本設計報告書」第 3-2-1 節に整理されていることを確認した。 

 

(8) 工法・工程にかかる方針 

本計画における工期は、その緊急性を考慮し新単年度案件として設定した。延長が 17.9km

と長いので工程上のリスクを極力減らす方針とし、以下の留意点を踏まえ工程検討を行った。 

留意点  

a) 工程確保に必須の主要な機材は日本調達とする。サイトまでの長距離の運搬に必要な

期間を見込む必要がある。  

b) 橋梁の架け替え工事は、灌漑用水の湛水時期（5 月～10 月）でも施工可能形式とする。  

c) 厳冬期（12 月～1 月）のコンクリート打設工およびアスファルト舗装工は、確実な温

度管理を行いながら施工する必要がある。  

d) 先方負担事項となる公共施設（電気、水道、ガス、電話、下水道）の移設については

請負業者のコントロール外になるので、極力移設の必要のない構造形式とする。  

e) 工事中は、迂回路を設け一般交通の遮断を極力避けるように計画するが、迂回路の設

置が困難な区間は片側通行での工事となるため、一般交通の安全確保を十分に行う必

要がある。 
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f) 橋梁 No.1 及び橋梁 No.2 の施工期間中は、クルガンチュベ市街地へ交通を迂回させる

こととする。橋梁 No.1 及び橋梁 No.2 は迂回期間を短縮できる設計・施工計画とする。 

 

3-2-2 基本計画 

(1) 全体計画 

1) 本計画施設の範囲・規模 

本計画の要請内容は、対象道路区間の改修を実施することである。対象区間の延長は、

「基本設計報告書」記載の 59.9km から第一次計画で施工中である 42.0km をのぞいたクル

ガンチュベから 17.9km である。また、既設橋梁に関しては、対象 5 橋のうち 4 橋が全面

改修、1 橋が部分補修という分析・評価結果となった。全面改修となる既設橋梁は、第一次

計画での施工経験、渇水期である冬期にしかボックスカルバートの底版を施工できないとい

う工程上の制約を取り除くために鋼橋及び RC ポータルラーメン形式での架け替えを採用

した。 

 

2) 基本計画の概要  

設計の基本方針に対する本計画施設の検討結果を下表に示す。 

 

表 3-2.1  計画の概要 

計画項目 計画内容 

計画対象区間 17.9km 

舗装構造 

表層工 

アスファルトコンクリート表層, 5 cm (本線) 

アスファルトコンクリート基層, 5 cm (本線) 

アスファルトコンクリート基層, 5 cm (路肩) 

路盤工 

上層路盤20cm（粒度調整砕石） 

路盤工下層路盤4～24cm（良質な現地発生材、現道舗装の再利

用厚は別途計上） 

幅員構成 本線幅員: 7.0 m (2 車線× 3.5m); 

路肩幅員：標準2.5m 

横断排水工改修 翼壁嵩上げ工：6箇所 

パイプカルバート新設：201m 

橋梁改修 既存5箇所の改修（スパン5.5m～26.9m） 

改修形式内訳： 

－鋼橋による架け替え 1橋 

－RC橋 (ポータルラーメン形式) による架け替え 3橋 

－部分補修 1橋 

その他付属施設 擁壁工、防護柵工、区画線工、軸重計設置工他 
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施設設計の基本となる規格・基準は、「基本設計報告書」記載の表 3.8 設計に対する規格・

基準に整理されていることを確認した。 

 

 

(2) 施設計画 

1) 道路計画 

1-1) 設計区間 

本計画対象区間は、クルガンチュベからドゥステイに向かって道路延長約 17.9km 区間を

対象とした検討を行った。道路規格は「タ」国基準のカテゴリーIII 適用し検討を行った。 

 

1-2) 設計条件 

1-3) 道路横断構成 

1-4) 舗装設計 

1-5) 土工設計 

1-6) 交差点計画 

上記項目については第 3-2-2 節に整理されていることを確認した。 

 

1-7) 橋梁架け替え計画 

a) 橋梁部の既存水路 

「基本設計報告書」の記載の通りであることを確認した。 

b) 架け替え構造形式の検討 

前述した既存水路の状況を考慮し、既設橋梁の架け替え構造物形式の比較検討を進めた。 

新単年度案件として工期を設定するという観点から、現場の周辺状況を再調査・確認した

結果、以下の理由により橋梁形式により架け替える計画とした。 

 

・クルガンチュベの市街地に位置する No.2 橋梁はボックスカルバート形式では大規模と

なり周辺家屋への影響が懸念される。 

・橋梁形式の方が構造物幅を狭くできるため、先方負担事項となっている水道管等の移

設を極力減らすことが出来る。 

・橋梁形式は底版施工の必要がないので、渇水期（冬期）のみに施工時期を限定する必

要がない。(橋台施工のための締め切りは必要) 

・基礎杭・締め切り等の施工に特殊機械を必要としなくなってきている。（ゼロ起動・

ゼロ停止型バイブロハンマーが普及してきているため、通常のトラッククレーン＋ゼ

ロ起動・ゼロ停止型バイブロハンマーにて施工が可能である。） 

・RC ポータルラーメン形式の橋梁は、ボックスカルバートと同様にジョイントと支承が
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不要で維持費用が少ない。 

・第一次計画の施工業者にヒアリングにより、大規模な渇水期（冬期）のボックスカル

バート、特にその底版の施工には相当な費用と工期が必要であったことが判明した。 

 

1-8) 橋梁の計画 

a) 橋梁の形式と計画寸法 

各既設橋梁の架け替え形式および寸法を下表に示す。 

 

表 3-2.2 各既設橋梁の架け替え形式および寸法 

橋梁 

番号 

既存橋梁 今回設計 

橋長(m) 径間 径間 橋梁形式 

  No.1 5.5 1 1 スラブ（一部）補修 

  No.2 26.95 3 1 13mW×26.5mL 鋼鈑桁橋 

  No.3 17.41 3 1 6.0Wx3.7mHx13.0mL ポータルラーメン 

  No.4 11.1 2 1 4.0Wx3.5mHx16.0mL ポータルラーメン 

  No.5 12.1 3 1 5.5Wx2.4mHx13.0mL ポータルラーメン 

 

b) 施工時の水位と現道交通の切り回し 

対象区間の 5 橋梁はいずれもボックスカルバートから底版施工を必要としない形式に変

更したため、水路の切り回し等は不要である。またある程度の水位があっても矢板締め切

りによる橋台等の施工は可能である。灌漑水路であるという点を考慮して現道交通の切り

回しは盛土構造ではなく、組み立て式仮設鋼橋によるものとした。 

 

c) 橋梁建設地点の地質 

「基本設計報告書」には「対象地域の地質は、砂質土とシルトの互層が主体で構成されて

いる。現地盤より深さ 5.0m 程度までは動的貫入試験による換算 N 値で 10～20 程度で

ある。深さ 5.0m 以降は比較的締まった砂質土であり、部分的に礫層が分布している。」

と記載され、「地質調査の結果から No.11 と No.12 橋以外は直接基礎構造で可能である

こと」が確認されている。橋梁基礎は、鋼管杭基礎（支持杭）としその延長は 5m～6m と

した。 

 

1-9) 橋梁の設計 

a) 橋梁の幅員 

鋼橋の幅員は、「タ」国基準(SNiP)に従い総幅員 13.0m、その内訳は以下の通りとした。
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鋼橋断面を図 3-2.1 に示す。 

車道部：(車道 3.5m+路肩 1.5m)×2＝10.0m 

その他：(バリア 0.25m+歩道 1.0m+高欄 0.25m)×2＝3.0m 

 

図 3-2.1 鋼橋(No.2)断面図 

 

RC ポータルラーメン橋上の道路断面も鋼橋と同様に総幅員 13.0m とした。その内訳は以

下の通りである。RC ポータルラーメン橋側面図を図 3-2.2 に示す。 

 

車道部：(車道 3.5m+路肩 2.5m)×2＝12.0m 

その他：翼壁 0.5m(ガードレール設置)×2＝1.0m 

図 3-2.2 ポータルラーメン橋側面図 

歩道 

RC 床版 t=220mm 

アスファルト舗装 t=70mm 

アスファルト舗装 t=70mm 

コンクリート  
バリヤー 
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b) 設計条件 

橋梁の設計条件は、「基本設計報告書」記載の条件と同じとした。また地震荷重は震度法

によることとし、水平震度 kh=0.05 を考慮した。 

 

1-10) 道路付帯施設工 

ふとんかご、横断排水構造物、ガイドポスト、横断構造物の維持管理用ポスト、キロポス

ト、擁壁及び区画線については、「基本設計報告書」に整理されていることを確認した。 

 

1-11) 取付道路等 

本計画道路に接続する枝線道路は、アスファルトコンクリート舗装(AC 舗装)とそれ以 

外(簡易舗装或いは土道)が確認されている。現在 AC 舗装となっているものは必要範囲

及びそれ以外の枝線道路も含めて AC 舗装として計画した。また、既存道路沿道にある

ガソリンスタンド入り口は、大型車両の出入りが想定されることから、必要部分への上

層路盤と AC 舗装を施工する計画とした。なお、対象道路沿道の家屋への一般乗り入れ

部は、同様に AC 舗装ですりつける計画とした。 

 

3-2-3 基本設計図 

以上の基本構想に基づいて作成した設計図面(入札図書参考資料)のうち、「基本設計報告書」

に追加・変更した図面のうち主要な図面を抜粋して資料-6 に添付する。なお、本計画の図面は

「基本設計報告書」の図面で使用されているキロ程を使用した。 
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3-2-4 施工計画/調達計画 

3-2-4-1 施工方針/調達方針 

本プロジェクトの施工方針/調達方針については、「基本設計報告書」の第 3-2-4-1 節で整理

されていることを確認した。施工方針/調達方針に大きな変更はないが、本調査にて確認され

た以下の事項を検討し施工計画に反映する。 

 

 工程に大きく影響する舗装工等の主要工種の主要機械は日本からの持ち込みも検討す

る。 

 主要工種の技術者（土木・機械等）・世話役等は第三国人の雇用も検討する。 

 

3-2-4-2 施工上/調達上の留意事項 

施工上/調達上の留意事項は、「基本設計報告書」の第 3-2-4-2 節で整理されていることを確

認した。 

 

3-2-4-3 施工区分/調達・据付け区分 

施工区分/調達・据付け区分については、「基本設計報告書」の第 3-2-4-3 節で整理されてい

ることを確認した。対象区間道路延長が、17.9km である点を除き現時点でも大きな変更はな

い。 

 

3-2-4-4 施工監理計画/調達監理計画 

(1) コンサルタント業務の実施工程  

本計画の実施にあたっては、まず日本および「タ」国の両政府間で本事業の無償資金協

力に係わる交換公文(E/N)および贈与契約(G/A)の締結が行われることが前提となる。交換公

文締結後、コンサルタントは JICA より発給される推薦状を基に、日本の無償資金協力の

範囲および手順に従い、「タ」国政府の実施機関である MOT との間でコンサルタント契

約を結ぶ。締結後、実施設計、入札補助業務および施工監理と進む。以下コンサルタント契

約に含まれる主な業務内容を示す。 

  

1) 実施設計・入札図書作成段階  

事業化調査で作成した入札図書作成参考資料に基づき入札図書を作成し、MOT の承認を

得る。 

2) 入札段階  

MOT は、コンサルタントの補佐の下、一般公開入札により日本国籍の工事業者を選定す

る。この入札および工事契約に参加する「タ」国政府の代理人は、契約にかかわる承認権を

もつ者と技術分野の判断可能な者である必要がある。入札段階でのコンサルタント補佐業務
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は以下のとおりである。  

①事前資格審査、②入札公示、③入札および入札評価、④契約締結  

3) 施工監理体制（コンサルタントの現場監理体制）  

コンサルタントは建設工事契約の締結後、工事業者に工事着工指示書を発行し、施工監

理業務に着手する。施工監理業務では工事進捗状況を MOT 等に直接報告するとともに、

工事業者には作業進捗、品質、安全、支払いに関わる業務および工事に関する改善策、提案

等を行う。また、日本側関係者（在タジキスタン日本大使館および JICA タジキスタン支

所等）に対し定期的に報告を行う。 

 

3-2-4-5 品質管理計画 

品質管理計画は、「基本設計報告書」の第 3-2-4-3 節で整理されていることを確認した。管

理内容については、大きな変更はない。 

 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

本プロジェクトの主要資材及び建設機械の調達先を表 3-2.3 に示す。 

 

表 3-2.3 主要資材及び建設機械の調達先 

資機材名 仕様 
調達先 

備考 
現地 日本 第三国

［資材］       

セメント  ○   
・「タ」国での生産は1社が行
っている 

木材/合板/角材  ○   ・安定供給可能 

骨材  

○   

・ドシャンベ郊外の砕石場2社
の骨材は、品質/供給能力に問
題は無いと思われる。他の1社
は品質/供給能力ともに不十分
と思料 

鉄筋  
○   

・鉄筋は「タ」国では生産され
ていない 
・ロシア製、中国製が入手可能

燃料  

○   

・機材用燃料、自家発電などの
ために相当量のディーゼル燃
料を確保する必要あり。クルガ
ンチュベ、ドゥスティで調達可
能 

瀝青材  
○   

・瀝青材は「タ」国では生産さ
れていない 
・ロシア製、イラン製が入手可
能 

［建設機械］      

ブルドーザ 21t ○    
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資機材名 仕様 
調達先 

備考 
現地 日本 第三国

バックホウ  平積0.6m3 ○    

ホイールローダ  2.1m3 ○     

ダンプトラック  10t積 
○ ○  

日本調達はアスファルト合材

運搬用 

トラック(クレーン装置付) 4t積、2.9t吊り  ○   

クローラクレーン 50～55t吊り  ○  鋼管杭/矢板/鋼桁架設用 

トラッククレーン 20t吊り ○    

トラッククレーン 4.8～4.9t吊り ○    

バイブロハンマ 60kW、電動式  ○  
ゼロ起動・ゼロ停止型 
鋼管杭／矢板 施工用 

大型ブレーカ 油圧600～800kg  ○   

フォークリフト 2t  ○  
ドラム缶入アスファルトを 
ケットルへ運搬 

モーターグレーダ ブレード幅3.1m  ○   

ロードローラ  10t-12t ○ ○  
日本調達はアスファルト合材
締固め用 

タイヤローラ  8t-20t ○ ○  
日本調達はアスファルト合材
締固め用 

振動ローラ  0.8-1.1t  ○   

アスファルトプラント 50t/h  ○   

アスファルトフィニッシャ ﾎｲｰﾙ型2.4～6.0m  ○   

アスファルトケットル 3,000Ltr  ○   

ラインマーカ 溶融､ﾊﾝﾄﾞｶﾞｲﾄﾞ  ○   

コンクリートミキサ 0.5m3,可傾式  ○   

発動発電機(ディーゼル) 10kVA～270kVA  ○   

割合(%) 88.5% 11.5% 0.0%  

 

資機材等調達計画は「基本設計報告書」の第 3-2-4-6 節で整理されていることを確認した。

アスファルトの荷姿はドゥスティ－ニジノピャンジ間道路整備計画(第2期)及び第一次計画で

実績のあるドラム缶とする。 

 

3-2-4-7 ソフトコンポーネント計画 

「基本設計報告書」の第 3-2-4-7 節整理されているように、本計画では MOT による道路の

維持管理が計画的に行われているため、ソフトコンポーネントの投入は不要と判断した。 
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3-2-4-8 実施工程 

日本の無償資金協力の手続きに基づき作成された事業実施工程表（案）を以下に示す。新単

年度案件として実施するために、工程延長のリスクを軽減するように以下の項目に配慮した。 

 

 渇水期（冬期）以外にも施工が可能なような既設橋梁の架け替え方式を選定する。 

 相手国負担となる水道管等の移設を極力減らすような設計とする。 

 橋梁 No.1 及び No.2 の施工時には、現道交通はクルガンチュベ市街地を通過する経路

に迂回させる。（橋梁施工期間を短縮する施工計画とする。） 

 

事業実施工程表を以下の表に示す。 

 

表 3-2.4 事業実施工程表 

 

3-3 相手国側分担事業の概要 

 

3-3-1 我が国の無償資金協力事業における一般事項 

我が国の無償資金協力事業における一般事項は「基本設計報告書」の第 3-3-1 節で整理され

ていることを確認した。現時点では大きな変更はない。 

 

3-3-2 本計画固有の事項 

本計画固有の事項については、「基本設計報告書」の第 3-3-2 節で整理されていることを確

認した。事業実施工程から仮設ヤードの必要期間が約 2 年となることをのぞき、大きな変更は

ない。 

計画内容最終確認

詳細設計照査

入札図書作成

入札公示（T/N）

図渡し、内容説明

入札

入札評価

業者契約（V/C）

準備工

土工

舗装工 路盤工

舗装工 アスファルト舗装工

構造物工

横断管渠／ロータリー改良

付属施設工 路面標示

後片付け

16 17項　　　目 101 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15

工
 
事
 
工
 
程

実
　
施
　
設
　
計

16 177 8 9 10 11 12項　　　目 13 14 155 61 2 3 4
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3-4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

 

我が国の無償資金協力事業における一般事項は「基本設計報告書」の第 3-4 節で整理されて

いることを確認した。現時点では大きな変更はない。 

 

3-5 プロジェクトの概略事業費 

 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

本計画を実施する場合に必要となる事業費総額は 19.68 億円となり、先に述べた日本と｢タ｣

国との負担区分に基づく双方の経費内訳は、下記に示す積算条件において以下のとおり見積ら

れる。ただし、この額は交換公文上の供与限度額を示すものではない。 

(1) 日本国側負担経費 

表 3-5.1 概略事業費 

 
区  分 金額(百万円) 

建設費 (1+2) 1,893.7 

 1 工事原価{(1)+(2)+(3)} 1,756.4 

 (1)直接工事費 1,322.3 

 (2)共通仮設費 177.8 

 (3)現場管理費 256.3 

 2 一般管理費 137.3 

設計監理費 59.1 

 実施設計費 12.6 

 施工監理費 46.5 

合計 1,952.8 

 

(2) ｢タ｣国側負担経費  

第 3-3 節「相手国側負担事業の概要」に示したように、本区間(17.9km)の支障物件の移設、

用地確保等のための「タ」国側負担の概算事業費は、「基本設計報告書」(対象区間 59.9km)

記載の約 150 万ソモニ(約 0.54 億円)に基づき、約 45 万ソモニ(約 0.16 億円)と見積られる。  

 

(3) 積算条件  

積算条件は以下のとおりである。  
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① 積算時点 ：2011 年 3 月  

② 為替交換レート：1 米ドル＝83.93 円（2010  年 9 月～2011 年 2 月の平均）  

③ 施工・調達期間：単年度案件の枠組みの工事とし、実施設計、入札補助業務および工事

に必要な期間は、実施工程に示した 22 ヶ月とする。 

④ その他 ：積算は、日本国政府の無償資金協力制度を踏まえて行うこととする。 

 

3-5-2 運営・維持管理費 

運営・維持管理費については「基本設計報告書」の第 3-5-2 節で整理されていることを確認

した。鋼橋については、塗装・伸縮装置の仕様を設計耐久年数 30 年以上としているので実質

的にメンテナンスフリーと考えられる。よって「基本設計報告書」第 3-5-2 節に記載されてい

る維持管理費に大きな変更はない。  

 

3-6 協力対象事業実施に当たっての留意事項 

 

協力対象事業実施に当たっての留意事項は、「基本設計報告書」の第 3-6 節で整理されてい

ることを確認した。 
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第4章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

 

用地取得、建設許可、環境社会配慮、相手国負担事項等は「基本設計報告書」及び本報告書

の表 4-1.1 に記載の節に整理されていることを確認した。 

 

表 4-1.1 事業実施のための前提条件 

項目 「基本設計報告書」該当節 備考 

用地取得 
3-2-1 (7)協力対象施設の規模・内容の設定

に対する方針 3) 既存道路用地 

既存道路の改修で、既存道路

用地内にて施工可能。 

建設許可 

2-2-3 環境社会配慮 

3-2-1(3)社会経済条件に対する方針 2)環

境社会配慮 

2008 年 6 月の建設許可が有

効。MOT が手続き実施。 

先方負担事項 3-3 相手国側負担事項の概要 M/D 等で確認済み。 

 

4-2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

 

本計画施設の維持管理のための組織等については、「基本設計報告書」第 2-1 節に整理され

ていることを確認した。 

 

4-3 外部条件 

 

プロジェクトの効果を発現・持続させるための外部条件は、「基本設計報告書」資料 5．事

業事前計画表(基本設計時) 外部要因リスクに整理されているように、当初想定の交通量より

も大幅に交通量が増加しないこと（すなわち道路改修により向上した走行速度が交通量の増大

により相殺されないこと）である。 

 

4-4 プロジェクトの評価 

 

4-4-1 妥当性 

本プロジェクトは、「タ」国が高い優先度を与えている首都ドゥシャンベから隣国アフガニ

スタン国を経由し、海に接続する国際幹線道路 11 号線(アジアハイウェイ 7 号線、AH-7)の唯

一の未改修区間を改修するものである。本計画の実施により、｢タ｣国の国際幹線道路 11 号線

(アジアハイウェイ 7 号線、AH-7)の一区間である対象道路の状況が改善され、安全かつ円滑な
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交通が確保されることから、「タ」国の住民 710 万人に対する裨益効果が見込まれる。 

アジア開発銀行（ADB）によるドゥシャンベ－クルガンチュベ間の道路改修、米国による

隣国アフガニスタン国との国境を流れるピャンジ川への架橋、日本の無償資金協力によりドゥ

スティ－ニジノピャンジ間の道路整備及び現在鋭意施工中である第一次計画との連携により

上述したような多大な効果が期待される。第一次計画に引き続き対象区間の改修を実施するこ

とにより広域幹線道路としての機能を早期に発現させ、広く住民の生活改善に寄与するが実現

できるので、我が国の無償資金協力にて実施することは妥当であると判断される。 

 

4-4-2 有効性 

(1) 定量的効果 

本計画における定量的効果については、「基本設計報告書」第 4-1 節及び資料 5．事業事前

計画表(基本設計時)に整理されていることを確認した。表 4-4.1 に示す。 

 

表 4-4.1 定量的効果 

指標名 基準値(2011 年) 目標値(2015 年) 

対象区間の安全な走行速度の

向上 
30km/時 73km/時 

 

(2) 定性的効果 

本計画における定性的効果については、「基本設計報告書」第 4-1 節に確認されているこ

とを確認した。以下再度記載する。 

 

① 路肩の付帯による歩行者・自転車と走行車両の分離により、当該道路の安全性が向上す

る。 

② 通過時間の短縮により、農作物の輸送コストが低減される。 

③ 道路状況の改善により、地域間物流の輸送量の増大に寄与する。 

④ 「タ」国とアフガニスタン、パキスタンを結ぶ広域幹線道路としての機能が発揮され、

物流・人的交流が促進されることにより、社会・経済活動が活性化する。 

⑤ 道路の利便性・信頼性の向上により、地域の開発、地域格差の是正、市場圏の拡大、医

療・教育施設への接続性の改善に寄与する。 

 

以上 
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資料 1－1 

資料 1－調査団員・氏名 

 

氏名 担当 所属先 

海保 誠治 

飯田 次郎 

(平成 23 年 5 月から) 

総括 独立行政法人国際協力機構 タジキスタン支所 支所長

宮田 真弓 計画管理 
独立行政法人国際協力機構  

資金協力支援部 実施監理第一課 

三谷 勝明 
業務主任 

／道路設計Ⅰ
㈱片平エンジニアリング・インターナショナル 

平岡 一幸 
施工計画 

／積算Ⅰ 
㈱片平エンジニアリング・インターナショナル 

齋藤 正起 
道路設計Ⅱ 

／積算Ⅱ 
㈱片平エンジニアリング・インターナショナル 

アブディカディロフ・

ラスルベック 
通訳（露語）

㈱片平エンジニアリング・インターナショナル 

(株)翻訳センターパイオニアから補強 

 



 

資料 2－1 

資料 2－現地調査工程 

 

総括 計画管理
業務主任

/道路設計Ⅰ
施工計画
/積算Ⅰ

道路設計Ⅱ
/積算Ⅱ

海保　誠治 宮田　真弓 三谷　勝明 平岡　一幸 齋藤　正起

1 12 土

2 13 日

3 14 月

4 15 火

5 16 水

6 17 木

7 18 金

1 8 19 土 NRT14:25 - IST20:05 (TK051)

2 9 20 日
IST19:55 - DYU03:40(+1)

(TK254)

3 10 21 月

4 11 22 火

5 12 23 水

6 13 24 木 見積取得

7 14 25 金 測量および道路調査 三谷に同行

資料整理・
報告書作成

8:00 橋梁現況調査

(MOTCおよび道路設

計研究所と合同)

9 16 27 日 報告書作成・資料整理
採石場視察および
道路横断管確認

10 17 28 月

12 18 3月 1 火

注） D-N JV 大日本土木－NIPPO　JV

道路設計研究所 State Unitary Enterprise "Reserch, Design and Survey Institute", タジク語では"Loikhakash",

かつては、ロシア語で"Giprotransstroy"と呼ばれていた。MOTCの管轄下にある。

下線を付したActivityはJICAタジキスタン支所 海保所長が、調査団総括として実施したActivityである。

ロシア語通訳　ラスルは、2月26日平岡とMOTC合同現地調査に同行したのを除き、業務主任　三谷と行動をともにした。

NRT12:25

07:00 合同現場視察　第二次K-D道路改修・K-D道路改修・D-N道路改修全線
宮田・村上/三谷・平岡・齋藤・ラスル/アンジェロセック　小泉氏

ドゥシャンベ帰後、M/Dドラフト修正

見積取得

AM:コンサルタント団員打合せ

14:00 JICAタジキスタン支所との打合せ

10:00: M/Dの署名, 11:00: JICAタジキスタン支所報告

13:00 MOTCとTechnical Notes協議（コンサル団員のみ）

14:30: 在タジキスタン日本大使館へ報告

報告書作成・資料整理
ドシャンベ帰着後、Technical Notes

署名用作成
オリム局長へ託す

資料整理・
報告書作成

日付

2月

日数

 DYU05:30 - IST08:00 (TK255)IST17:50 - NRT 12:25(+1) (TK050)

内部打合せおよび資料整理

NRT14:25 - IST20:05 (TK051)

ドゥシャンベ空港天候不良のため翌朝に出発延期

9:30 MOTCとインセプションレポート説明協議

PM: アンジェロセック小泉氏ヒアリング(D-N JV事務所にて)

IST07:00 - DYU15:40 (TK254)

土26158

見積提出要請

AM:道路および橋梁現地調査

PM:MOTCとの合同現場調査（No.2 橋梁とRoundabouts）

既存橋梁調査(No. 3～No.5およびNo.7)

既存橋梁調査(No.1～No.2)

AM:　MOTCとのM/Dの内容協議

PM:　署名用M/D作成withラスル　（三谷、平岡：測量打合せ・Technical Notesドラフト作成）

9:00 JICAタジキスタン支所調査内容説明

14:30 MOTC追加資料収集

AM: D-N JV野々垣所長ヒアリング

PM: 現地調査（道路・橋梁状況全般）
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資料 3－関係者（面会者）リスト 

 

運輸通信省※  

Zuhurov Dzhumakhon Zuhurobich  第一副大臣 

Yatimov Olim 国際関係局 局長 

Mirzoev Timur Dodojanovich 設計研究所 所長 

Nazrishoev Solim 設計研究所 チーフエンジニア 

Anorshoev Allovuddin ADB 担当 

Nosirov Holiq ハトロン州地域道路管理局長 

Head of Hatlon Provincial Road Department 

Holiqov Muzaffar ハトロン州地域道路管理局 チーフエンジニア 

Chief engineer, Hatlon Provincial Road Department 

Holiqov Muzaffar ハトロン州地域道路管理局 チーフエンジニア 

Chief engineer, Hatlon Provincial Road Department 

Fayzullayev Nasrullo ボクタール郡道路維持管理局長 

Head of Bohtar Region Road Maintenance Department 

  

在タジキスタン日本大使館  

中山 喜弘 臨時代理大使 

玉井 拓哉 三等書記官 

  

JICA タジキスタン支所  

海保 誠治 所長 

村上 雅代 企画調整員 

  

（株）アンジェロセック 第一次計画 施工監理者 

小泉 常二 常駐管理者 

  

大日本土木・NIPPO JV 第一次計画 請負者 

野々垣 昌宏 JV 作業所長 (大日本土木) 

狭間 俊充 工事主任(NIPPO) 

※2011 年 4 月 1 日付けで政府の組織改正により運輸省(Ministry of Transport, MOT)となった。 
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資料 4－討議議事録(M/D)と技術覚書(T/N) 
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